
市街地や集落、その周辺など、盛土等が行われれば人家等に危険を及ぼしうるエリア

市街地や集落などから離れているものの、地形等の条件から、盛土等が行われれば人家等に危害を及ぼしうるエリア

令和７年５月１日より

宅地造成等工事規制区域

特 定 盛 土 等 規 制 区 域

【規制区域について】

京都府
宅地造成及び特定盛土等規制法

盛土規制法 に基づく規制を開始します
危険な盛土等※の崩落による被害を防ぐため、これらを規制する取り組みが始まります。

一定規模を超える盛土等の工事を行う場合は、あらかじめ許可または届出が必要になります。

※「盛土等」とは、盛土や切土、一時的な土石の堆積をいいます。（詳しくは裏面をご確認ください。）

京都市内の規制区域は、京都市の

HP等で情報を参照してください

（府のHPにも上記リンクがあります）

宅地造成等工事規制区域

及び 特定盛土等規制区域図

測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R6JHｓ76

（京都市除く）



の が

無許可で盛土等を行った場合などは、罰則の対象となります。

最大で懲役3年以下・罰金1,000万円以下、法人に対しては法人重科を措置（最大3億円以下）

● 京都府知事の許可

● 現場での標識掲出

● 定期報告　● 中間検査
● 完了検査

● 土地の所有者等全員の同意

● 周辺住民への事前周知

● 許可基準への適合

④工事完了

例えば、●土石のストックヤードにおける仮置き 等

※「崖」とは、地表面が水平面に対し30度を超える角度をなす土地で、硬岩盤（風化の著しいものを除く）以外のものをいいます。

＜一時的な土石の堆積＞

①許可申請前 ②　許可申請・許可 ③工事着手

⑦最大時に堆積する面積が

かつ面積が となるもの

⑥最大時に堆積する高さが

となるもの

  

許 可 対 象 と な る 盛 土 等 の 規 模

①盛土で高さが ②切土で高さが ③盛土と切土を同時に行い、

高さが

＜土地の形質の変更（盛土・切土）＞

例えば、●宅地を造成するための盛土・切土 ●残土処分場における盛土・切土 ●太陽光発電施設の設置のための盛土・切土 等

④盛土で高さが ⑤盛土又は切土をする土地の面積

の崖※を生ずるもの の崖※を生ずるもの 崖※を生ずるもの(①②を除く） となるもの(①③を除く) となるもの(①～④を除く)

宅地造成等工事規制区域 特定盛土等規制区域

１ｍ超 ２ｍ超 ２ｍ超 ５ｍ超 ２ｍ超 ５ｍ超 ２ｍ超 ５ｍ超 500㎡超 3,000㎡超

500㎡超 3,000㎡超300㎡超 1,500㎡超

２ｍ超 ５ｍ超

特定盛土等規制区域内では、許可対象となる

盛土等の規模より小さい工事でも

届出が必要な場合があります。

届出が必要な盛土等の規模は

下記京都府ホームページをご覧ください。

【注意】 区域指定時点で施工中の工事の届出

規制区域の指定日に、現に盛土・切土や一時的な土石の堆積など規制対象となる工事を行っている場合は、

許可申請は不要ですが指定日から２１日以内 に工事内容を届出する必要があります。

◎相談、申請、通報等に関する連絡先は、内容別に下表のとおりです。

【府ホームページQR】 【国ポータルサイトQR】
京都府 盛土規制法 検索

京都府の盛土規制法に関する詳細等について（府HP） 国土交通省 盛土規制法総合窓口（国HP）

盛土 ポータル 検索


